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『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
注
樺
補
訂

㈹

植

木

久

行

!･
:,

●

1
九
三
番

李
嘉
拓
?

｢青
泥
店
を
菱

し
て
長
安

〔撃
の
誤
り
〕
鯨

に
至
り
'

西
の
か
た
江
を
渡
る
｣
｢
千
峯
鳥
路
含
梅
雨
､

五
月
蝉
聾
迭

葵
秋
｣

〇

本

詩
は

『全
唐
詩
逸
』
巻
上
に
収
め
る
逸
句
で
あ
り
､
『
和
漢
朗

詠

集
和
談
砂

(詩
法
)』
に
よ
れ
は
'
｢夏
ノ
興
ヲ
賦
ス
ル
詩
ノ
腰
句

(七

律
の
tjS聯
)｣
で
あ
る
.
詩
題
は
t
L
ば
ら
-
前
田
侯
爵
家
所
蔵
二
俣
島

民
筆
本
に
凍
る
(『校
異
和
漢
朗
詠
集
』)
が
'
『
全
唐
詩
逸
』
に
は

｢鞍
青

,
,
,
(-
)

,

泥
店
室
長
余
牒
西
涯
山
口
｣､
『
私
法
』
に
は

｢菜
青
滋
店
至
長
安
牒
而

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

酉
渡
江
作
｣
へ
『
六
荘
』
に
は

｢
更
青
悪
店
至
長
安
西
度
江
之
作
｣
『貞
和

(2
)

本

和
漢
朗
詠
集
』
に
は

｢吏
青
泥
店
至
長
栢
西
渡
口
｣
に
作

っ
て
お

り
'
大
き
な
文
字
の
異
同
が
存
在
す
る
O
紫
耕
望

『唐
代
交
通
圏
考
』

第
三
巻

(
七
七
六
頁
前
後
)
に
は
へ
こ
の
詩
題
に
封
し
て
'

次

の
ご
と

く
い
う

(要
約
)'

『和
漠
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
江
拝
補
訂
iE
(植
木
)

青
泥
店
と
は
'
都
長
安
の
周
遠
か
ら
漠
中

(陳
西
省
西
南
部
)
や
萄

ル
ー
ト

(四
川
省
)
へ
と
向
か
う
秦
嶺
山
肱
越
え
の
主
要
な
罪
道
の
な
か
で
西

(3
)

端
に
位
置
す
る

｢故
道

｣

(『
通
典
』
巻
一
七
六
に
記
す
梁
秦
辞
道

〔宥
泥

道
〕)'

す
な
わ
ち
都
長
安
-
鳳
開
府
-
大
散
開
-
鳳
州
梁
泉
牌
-
同

(4
)

河
池

願

-

青
泥
嶺

･
青
泥
鰐
-

興
州
長
馨
斯

-
同
順
政
鯨
と
終
く
途

中
の
'
青
泥
嶺

(河
池
牌
と
長
拳

餅
の
境
界
を
な
す
秦
嶺
山
服
中
の
l
蜂
)

(5
)

は
た
･こ

に
置
か
れ
た
青
泥
罪
の
邸
店
を
指
す
｡

詩
題
中
の

｢
長
余
煤
｣
(『全

マ
マ

,

お

ん

唐
詩
逸
』
)
は
'
青
泥
嶺
の
東
南
五
十
三
里
に
あ
る
興
州
長
馨
豚
の

音

H叫読

(余
と
撃
は
塵
顎
-
引
用
老
荘
)
で
あ
る
O

こ
の
説
は
'
き
わ
め
て
注
目
に
値
す
る
(地
固
参
照
)O

輿
州
長
拳
保

の
甫
十
里
に
は
'
長
江
水
系
の

一
つ
'
嘉
陵
江
が
商
流
す
る
｡
従

っ
て

前
掲
の
詩
題
は
'
作
者
が
関
中
か
ら
萄

へ
と
赴
く
途
中
'
険
し
い
山
越

え
を
よ
う
や
く
終
え
て
､
嘉
陵
江
を
渡
ろ
う
と
す
る
情
景
を
表
わ
す
こ
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集

『
唐
代
交
通
固
考
,D
第
四
等
園
十
四

と

に
な
る
｡
つ
ま
り
'

す
t
と
考
え
て
よ
い
｡

(6
)

長
安
鯨
は
長
撃
取
の
誤
り
'
江
は
嘉
陵
江
を
指

青
泥
嶺

(甘
粛
省
日
韓
の
南
'
挟
西
省
略
陽
煤
の
西
北
)
越
え

の
騨
道

ル
-
ト

は
､
萄
道
北
段
の
諸
賢
道
の
う
ち
'
三
百
里
以
上
も
遠
ま
わ
り
で
は
あ

っ
た
が
'
閲
中
･漠
中
雨
平
原
の
平
坦
な
五
百
線
里
の
大
道
を
含
み
'
し

か
も
嘉
陵
江
と
そ
の
支
流
の
谷
道
部
分
は
'

一
部
を
除
け
ば
'
比
較
的

ひ
ら
け
'
村
や
町
が
鮎
在
し
て
住
民
も
多
か
っ
た
｡
そ
れ
で
物
資
の
供

(7
)

給
と
安
全
保
障
の
両
面
で
す
ぐ
れ
て
お
り
'
杜
博
も
乾
元
二
年

(七
五

九
)'
四
八
歳
の
と
き
､
豪
州
か
ら
苛
の
成
都

へ
と
赴
-
際
'
途
中

か

(8
)

ら
こ
の
ル
ー
ト
に
入
っ
て
い
る
o
u.1Ljr･,和
郡
鯨
圃
志
』
巻
二
二
'
山
南

道
興
州
長
馨
鯨
'
青
泥
嶺
の
候
に
は
､

｢懸
崖
寓
例
'

山
に
は
雲
雨
多

しは
Lぱ
で
いだ
-

く
'
行
-
老
屡

～

泥

棒

(沖
も
泥
'
ぬ
か
る
み
)
に
逢
ふ
O
故
に
苛
泥
嶺

･<

(9
)

ぬ
かる
み

く
ち

と
瀕

ぶ
｣
と
記

す

o

青
泥
と
は

軟

泥

(

た
ま
っ
た
泥
)'
青

い

泥
'
べ
と

(10
)

つ
-
泥
な
ど
の
意
｡
李
白
の
著
名
な

｢
萄
遭
難
｣
詩

に
､
｢
青
泥

何

ば
んば
ん

いは
やま

めぐ

ぞ
盤
盤

(屈
曲
の
さ
ま
)
た
る
へ
盲
歩
に
九
折
し
て
巌

轡

を

祭

る
｣
と
歌

わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
0
本
詩
の

｢
酉
の
か
た
江
を
渡
る
｣
地
鮎
は
'

杜
甫
が
入
局
の
際
に
渡

っ
た
嘉
陵
江
の
舟
の
渡
し
場

｢白
沙
渡
｣
か
'

(;
)

そ
れ
と
も
乾
渠
渡
か
｡

○

〔青
泥
店
〕

店
は
旗
宿
業

･
食
飲
業

･
倉
庫
業
等
を
兼
ね
備
え

(12
)

た
商
用
星
合
を
指
し
'
邸

･
邸
店
と
も
い
う
｡
店
と
邸
は
'
基
本
的
に

は
同
義
で
あ
る
が
'
邸
は
必
ず
大
都
市
に
あ
る
宏
壮
な
建
物
を
指
し
､

(13)

店
は

一
般
に
郷
村
や
小
都
市
に
置
か
れ
た
小
規
模
な
も
の
を

いう
｡
こ

の
青
泥
店
は
'
い
わ
ゆ
る
騨
店
の
一
種
｡
罪
の
名
稀
を
そ
の
ま
ま
用
い
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な
が
ら
'
輝
の
字
を
省
略
し
た
呼
梅
｡

つ
ま
り
'
青
泥
罪
の
輝
合
の
周

(13
)

遠
に
造
ら
れ
た

(通
常
複
数
の
)
店
中
の

一
営
業
店
を
指
す
｡

(14
)

○

〔作
者
考
〕

本
詩
の
作
成
年
代
は
'
博
斑
堤
｢
李
嘉
砿
考
｣
や
儲

(15
)

仲
君

｢
李
嘉
拓
詩
疑
年
｣
な
ど
を
参
照
し
て
も
'
全
-
未
詳
で
あ
る
｡

じゆ
う
て
つ

と
こ
ろ
で
き
わ
め
て
興
味
深
い
の
は
'
本
詩
の
作
者
を
李
嘉
拓
の
従
姪

に
あ
た
る
李
端
と
す
る
テ
キ
ス
-
(前
田
侯
爵
家
所
蔵
侍
寂
然
法
師
筆
本
)

(16
)

が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
o
『
唐
才
子
博
校
等
』
巻
四
㌧
李
端
の
傑

(悼

蔑
環
執
筆
)
に
よ
れ
ば
'

李
端
は
か
つ
て
東

川

(創
南
東
川
節
度
使
)
の

ヽ
ヽ

幕
府
に
入
っ
て
お
り
(時
期
は
不
明
)'

｢
泥
坂
望
青
城

(局
の
眠
山
の
第

1

蜂
青
城
山
)'
浮
雲
輿
横
平
｣
の
句
で
始
ま
る
虞
輪

｢
迭
李
校
書
赴
東
川

慕
｣
詩
の
李
校
書
と
は
'
大
暦
五
年

(七
七
〇
)
の
進
士
科
及
第
後
'
秘

(r;
)

書
省
校
書
郎
と
な
っ
た
李
端
を
指
し
て
い
る
O
虞
給
の
詩
は
'
お
そ
ら

-
都
長
安
付
近
で
東
川
の
梓
州

(四
川
省
三
重
螺
)
に
赴
-
李
端
を
見
返

っ
た
作
で
あ
り
'
そ
れ
で
青
泥
嶺
(泥
坂
)
や
局
の
高
峻
な
桟
道
を
詠
み

こ
ん
だ
わ
け
で
あ
ろ
う
O
と
す
れ
ば
'
｢
青
泥
店
を
護
し
-
｣

の
本
詩

は
'
じ
つ
は
李
端
の
作
で
あ
り
'
彼
が
創
南
東
川
節
度
使
の
幕
府
に
赴

(1_J)

任
す
る
途
中
の
作
で
は
な
い
か
t
と
臆
測
さ
れ
て
-
る
｡
李
嘉
拓
作
者

説
に

一
抹
の
不
安
が
生
じ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
｡

○

〔千
峯
〕

｢
多
ノ
ミ
ネ

･
連
峰
ノ
意
｣
(『
抄
注
』)
｡
峯

･
峰
は
異

鰹
字
o

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
江
樺
補
訂
㈹

(
植
木
)

○

〔鳥
路
〕

｢
ヤ
マ
ヂ
｣
(伊
藤
東
涯
『名
物
六
帖
』
地
理
等
上
)
.
わ
ず

か
に
烏
だ
け
が
通
過
で
き
る
､
人
跡
未
踏
の
高
峻
な
山
の
峰
や
尾
根
'

(19
)

(20
)

あ
る
い
は
ま
た
'
細
-
険
し
い
山
道
を
誇
張

し
た
言

葉

で

'
｢烏
道

｣

｢
鳥
径
｣
と
同
意
｡
川
口
文
庫
本
に

｢鳥
の
通
う
路
す
じ
｡
巽
あ
る
も

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

の
だ
け
が
到
り
え
る
室
の
通
い
路
｣
と
す
る
の
は
'
少
-
と
も
本
詩
の

場
合
は
安
常
で
は
な
い
｡
王
経
の

｢遠
楊
長
史
赴
果
州

(四
川
省
)｣
詩

に

｢鳥
道

一
千
里
'
猿
時
十
二
時
｣
と
あ
り
'
『
噌
註
三
鮭
詩
』
巻
三
㌧

天
隠
注
に
引
-

『南
中
八
志
』
に

｢鳥
道
四
百
里
'
其
の
険
絶
な
る
を

こみ
ち

た

以
て
'
獣
す
ら
猶
は

挨

無

し
｡
特

だ
上
に
飛
鳥
の
道
有
る
の
み
｣
と
あ

る
｡

ま
た
前
掲
の
李
白

｢
萄
道
難
｣
詩
に
も

｢
西
富
太
白

(山
の
名
)

ヽ
ヽ

有
島
道
｣
と
あ
り
'
清
の
王
靖
は
'

｢連
山
高
峻
に
し
て
'

其
の
少
し

-
低
-
放
け
た
る
虞
'
惟
だ
飛
鳥
の
み
此
を
過
ぎ
て
以

て
径
路

と
馬

し
め

し
'
経
て
人
跡
の
至
る
能
は
ざ
る
所
な
る
を
見
す
な
り
｣
と
注

す

る

(巻
三
)0

鳥
道

･
烏
路
の
語
は
ま
た
'
険
峻
な
萄
道
を
形
容
す
る
際
に
多
用
さ

れ
る
傾
向
を
も
つ
｡
前
掲
の
壬
維

･
李
白
の
詩
以
外
に
も
'
北
周
の
庚

ヽ
ヽ

信

｢秦
州
天
水
郡
秦
積
崖
備
品
銘
｣
序
の

｢烏
道
乍
窮
'
羊
腸
戎
断
｣
'

ヽ
ヽ

杜
甫

｢秋
興
八
首
｣
其
七

(蓉
州
で
の
作
)
の

｢
閉
塞
極
天
惟
鳥
道
'
江

湖
蒲
地

l
漁
翁
｣'
白
眉
易

｢
迭
友
人
上
峡
赴
寛

川
静
命
｣
(巻
け
)
の

ヽ
ヽ

難
於
尋
鳥
路
'
険
過
上
龍
門
｣'
劉
高
錫

｢
松
滋
渡
望
峡
中
｣
詩
の
｢
巴
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ヽ
ヽ

人
涙
麿
猿
撃
落
'
萄
客
船
従
烏
道
同
｣
な
ど
は
'
い
ず
れ
も
同
例
と
見

な
せ
よ
う
｡
初
唐
の
張
文
成

『
遊
仙
窟
』
中
の
'
｢
此
れ
は
是
れ
神
仙

い
は
や

あ
と

ま
ふ

ま
れ

み
ち

の

窟

な

り
｡
人
の
跡

は
及

で
-
る
こ
と
竿

に
し
て
'
鳥
の
路

(

追
?
)
の

わ
つ

か
よ

み
そ
綾
か
に
通
ふ
た
る
｣
(江
戸
初
期
〔前
期
〕
無
列
記
本
の
訓
に
従
う
)
も

同
じ
で
あ
る
｡
か
-
て
明
の
壕
昆
玉
は
'
『
古
今
類
書
纂
要
』
巻

二
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

け
ふさく

地
理
部
の
優
に
へ
鳥
路
を

｢
局
に
鳥
道
有
り
'
言
ふ
こ
こ
ろ
は
路
狭

窄

に
し
て
'
鳥
行
を
通
ず
べ
き
の
み
｣
と
解
樺
す

る
｡

こ
う
し
た

｢
鳥

路
｣
の
イ
メ
ー
ジ
は
'
詩
題
中
の
青
泥
店
や
長
峯
牌
と
も
充
分
照
鷹
す

る
｡
厳
耕
望

『
唐
代
交
通
圏
考
』
第
三
巻

(七
七
八
頁
)
に
い
う
'
｢
河
池

(厭
)
よ
り
青
泥
嶺
を
経
て
長
撃

(鯨
)
に
至
る
八
十
里
の
間
は
'
山
嶺

き
く

か
け
は
し

け
ん

崎
晦

(険
し
い
さ
ま
)
と
し
て
'
楼
閣
は
蓋
し
多
く
四
千
飴
間

(

桂
と
桂
の

間
を
数
え
る
単
位
)
に
至
り
て
'
殆
ん
ど
此
の
道
中
の
最
も
険
し
き

一
段

た馬
る
か
｣
と
o

つ

ゆ

○
〔含
梅
雨
〕

梅
雨
は
'
い
わ
ゆ
る
五

月
雨

｡
三
園
呉

の
周
虞
撰

『
風
土
記
』
に
'
｢
梅
熟
す
る
時

の
雨
｣
(『
初
学
託
』巻
三
'
夏
所
引
)
と

(21
)

あ
り
'
｢
梅
雨

細
か
な
る
こ
と
緒
の
如
し
｣
な
ど
と
詠
ま
れ
る
｡
｢
含
｣

は
下
旬
の

｢
迭
｣
字
と
と
も
に
擬
人
的
表
現
｡
一
千
峯
鳥
路
含
梅
雨
｣

の
解
得
に
つ
い
て
は
'
従
来

｢
ヨ
モ
ノ
ヤ
マ
ノ
ミ
ネ

ニ
'
ナ
ツ
ノ
ア
メ

ノ
フ
ル
意
也
｣
(『
抄
荘
』)へ
｢
四
方
の
峰
に
雲
う
ち
摩
き
重
り
て
'
五
月

の
雨
を
催
す
様
な
り
｣
(『集
註
』)
の
方
向
に
あ
り
'
｢
見
渡
す
か
ぎ
り

の
数
知
れ
ぬ
峰
々
に
は
梅
雨
を
含
ん
だ
雲
が
た
れ
こ
め
て
鳥
の
路
を
は

ば
み
｣
(川
口
諾
)'
｢峰

々
の
山
上
の
道
は
梅
雨
を
含
ん
だ
雲
が

一
面
に

た
れ
こ
め
｣
(大
曾
根
諾
)
な
ど
と
諾
さ
れ
て
き
た
｡
｢
含
｣
字
に
は
'
確

(22
)

か
に

｢
寵
貫
'
迷
漫
｣
(
一
面
に
た
ち
こ
め
漂
う
)
の
引
申
義
も
あ
り
'
こ

れ
ら
の
解
樺
は
い
ち
お
う
成
立
し
そ
う
で
あ
る
｡
し
か
し
含
は
'
本
来

｢
ロ
ニ
物
ヲ
ク
ク
ム
コ
ト
｣
(『
操
触
字
訣
』巻
五
)'
従

っ
て

｢
含
雨
｣
の

基
本
義
は
'
雨
水
を
含
み
も
つ
(た
た
え
る
)'

雨
水
が
封
象
物
の
中
に

ま
で
し
み
こ
む
意
で
あ
る
｡
た
と
え
ば
'
王
維

｢
田
園
柴
七
首
｣
其
六

ヽ

ヽ

｢
桃
紅
復
合
宿
雨
'
柳
緑
更
帯
春
煙
｣
や
'
杜
牧

｢
柳
長
句
｣
の

｢
益
城

ヽ
ヽ

廟
裏
低
含
雨
'
宋
玉
宅
前
斜
荷
風
｣
な
ど
の
用
例
は
'
そ
れ
ぞ
れ
の
表

面
ば
か
り
で
な
-
'
そ
の
内
部
へ
の
浸
透
を
思
わ
せ
る
ほ
ど
の
'
た
っ

ぷ
り
し
た
ぬ
れ
そ
ば
り
か
た
を
い
う
｡
そ
れ
で
柳
の
枝
の
場
合
は
'
重

さ
に
た
え
か
ね
て

｢
低
れ
る
｣
わ
け
で
あ
ろ
う
｡

つ
ま
り
本
句
の
場
合

〔
＼.L

も
'
そ
そ
り
た
つ
峰

々
の
険
し
い
山
道
が
'
梅

雨

ど
き
の
降
り
や
ま
ぬ

雨
水
を
た
っ
ぷ
り
吸
い
こ
み
'

二
回
に
ぬ
か
る
ん
で
歩
き

に
く

い
情ぬ
か

景
'
い
い
か
え
れ
ば
'
自
ら
通
り
ゆ
く
青
泥
嶺

の
名

に
し
負
う
｢
泥

淳
｣
状
態
を
詠
み
'
旅
路
の
難
儀
を
示
唆
し
た
表
現

で
は
な

か
ろ
う

ぬ

か
る
み

か
｡
従
来
の
解
梓
は
'
青
泥
店
の
位
置
と
そ
の
名
栴
｢
青

泥

｣

の
由
来

が
未
詳
で
あ

っ
た
た
め
'
通
謀
に
到
り
え
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
ろ
う
｡

要
す
る
に
本
句
は
'
｢
険
峻
泥
棒
的
青
泥
嶺
｣

(李
之
勤
ほ
か
『
覇
道
話
古
』
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二
七
貢
)
の
特
色
を
巧
み
に
詠
み
こ
ん
だ
詩
句
t
と
許
し
え
よ
う
｡

○

〔五
月
蝉
聾
〕

『鎧
詑
』
月
令
篇
等
の
ほ
か
に
､
『
詩
経
』
園
風

せ
pt

｢
七
月
｣
に
も
､
｢
五
月

鳴
く

明

あ

り
｣
と
あ
る
｡

(24
)

こ
がね

○
〔褒
秋
〕

｢
四
月
ヲ
云

フ

｣

(『
六
江
』)が
､
葬

金

色

に
熟
し
た
賓

畑

の
美
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
と
も
な
う
言
葉
で
あ
る
.
白
話
(｢観
刈
凄
｣巻

～ね

お
ほ

1
)

に

｢
小
寒

陳

を

覆

ひ

て
黄
な
り
｣
と
歌
う
.
後
決
の
察
邑

『月

令
章
句
』
(『初
学
記
』
壁

11'
夏
所
引
)
に
､
｢
首
穀
は
各
～
初
め
て
生
ず

る
を
以
て
春
と
焦
し
'
熱
す
る
を
秋
と
焦
す
.
故
に
賓
は
孟
夏

(四
月
)

(お
)

を
以
て
秋
と
呉
す
｣

と
説
明
す

る

｡

『
初
学
託
』
巻
三
㌧
夏
'
｢
事
封
｣

に

｢
賓
秋

梅
雨
｣

と
あ
る
よ
う
に
'
こ
の
二
語
は
し
ば
し
ば
封
に
な

る
｡
た
と
え
ば
本
例
以
外
に
も
､
盛
唐
の
雀
勉

｢鄭
郎
中
山
亭
｣
詩
の

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

｢杜
額
薫
梅
雨
'
荷
香
途
変
秋
｣'
中
庸
の
朱
慶
飴

｢鏡
湖
西
島
吉
事
｣

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

詩
の

｢偶
因
薬
酒
欺
梅
雨
､
都
著
寒
衣
過
季
秋
｣
､

戴
叔
倫

｢
酬
衰
太

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

硯
長
卿
小
潮
村
山
屈
書
懐
見
寄
｣
詩

の

｢
変
秋
桑
葉
大
'
梅
雨
稲
田

新
｣
な
ど
が
あ
る
｡
特
に
第

一
例
は
､
本
詩
と
同
じ
-

｢袈
秋

を
返

る
｣
と
歌
う
0
こ
の
ほ
か
,
隅
の
揚
膏

｢
江
都
夏
｣
詩

の

｢
卦
監

那

ヽ

ヽ
ヽ

雨
細
密
秋
軽
｣
､
唐
の
玄
宗

｢
端
午
三
殿
宴
群
臣
探
得
紳
字
｣
詩

の
序

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

｢喜
褒
秋
之
有
登
､
玩
毎
夏
之
無
事
｣
'
晩
唐
の
羅
隠

｢寄
進
士
産
休
｣

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

詩
の

｢秦
秋
梅
雨
逓
江
東
｣
な
ど
も
､
ほ
ぼ
頬
似
し
た
用
例
で
あ
る
｡

ち
な
み
に
､
唐
の
元
和
七
年

(八
一
二
)
ご
ろ
に
成
る
鄭
除
塵
撰

『大
店

『和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
荘
梓
補
訂
㈹

(植
木
)

(26
)

所
定
吉
凶
書
儀

』

年
鑑
凡
例
第

一
に
'

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

四
月
孟
夏
鋲
云
､
首
夏

･
夏
首

･
初
夏

･
早
夏

･
秦
秋

･
委
夏
｡

ヽ
ヽ

ヽ

･･････

五
月
仲
夏
鼓
云
'
中
夏

･
仲
夏

･
盛
夏

･
炎
夏

･
梅
夏

･
梅

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

暑

･
梅
潤
｡
時
云
'
毒
熱

･
梅
勲

･
感
熱

･
溶
勲
.

と
い
う
｡

T･
]･

●

7
九
四
番

許
津
,
r威
陽
城
の
東
榎
｣

｢鳥
下
線
薫
蒸
苑
寂
､
蜂
鳴

黄
菓
湊
宮
秋
｣

○
詩
題
は
'
南
末
の
萄
刻
木

『許
用
晦
文
集
』
巻

一
､
景
宋
砂
木

『
丁
卯
集
J]
(四
部
叢
刊
)
巻
上
'
前
苛
の
葦
穀

『才
調
集
』
巻
七
な
ど

に
接
る
｡
南
宋
の
岳
珂
撰

『賓
虞
無
法
書
賛
』
巻
六

｢
唐
許
津
島
維
欄

詩
虞
蹟
｣
の
俵
に
は

｢
成
陽
西
門
城
棋
晩
眺
｣'
『
文
苑
英
軍
』
巻
三

1

三
に
は

｢成
陽
城
西
楼
晩
眺
｣
に
作
る
｡
他
方
､
『
私
荘
』

に
は

｢
題

成
陽
東
笹
既
成
陽
城
｣
'
『
千
載
佳
句
』
四
時
部

･
早
秋
や

『
六
荘
』
に

は

｢
題
成
陽
城
東
棲
｣
､
前
田
侯
爵
家
所
減
俸
二
億
馬
氏
筆
本
に
は
｢
成

(27
)

陽
宮
城
東
接
｣
に
作
る
｡

と
こ
ろ
で

Lr私
法
』
等
の

｢題
｣
字
は
､
質
舎
旅
館

･
擾
重
亭
閣

･

俸
寺
道
観
等
の
謄
壁

･
界
風

･
門
扉

･
廊
杜

･
詩
板
や
､
名
勝
地
の
石

壁
'
あ
る
い
は
ま
た
'
竹
木
や
葉
な
ど
に
詩
歌

(原
則
と
し
て
自
作
の
そ

カ

(28
)

れ
)
や
姓
名
等
を
題
き
つ
け
る
意
｡
い
わ
ゆ
る
題
壁
詩

の
風
習
は
唐
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中
国
詩
文
論
叢

第
十
四
集

代
'

一
種
の
作
品
顎
表
方
式
'
詩
歌
流
布
の
主
要
な

一
手
段
と
し
て
定

着

･
盛
行
L
t
寒
山
詩
を
除
い
て
も
'
約
四
百
首
が
現
存
す
る
o
こ
の

意
味
で

｢
題
｣
字
は
注
目
に
値
す
る
異
文
で
あ
る
が
､
『
私
注
』
の
｢既

成
陽
城
｣
の
四
字
は
'
お
そ
ら
-
チ
-･
マ
の
解
説
部
分
が
混
入
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
｡
た
だ
し
本
詩
の
テ
ー
マ
は
'
よ
り
贋
範
に
､
華
や
か
な

秦
漠
文
明
の
滅
亡
に
封
す
る
懐
古
で
あ
ろ
う
｡
許
津
の
代
表
作
と
し
て

名
高
い
登
程
俵
古
詩
の

一
節
で
あ
る
｡

○

〔成
陽
城
〕

唐
代
の
京
兆
府
威
陽
鯖
の
騒
城
を
指
す
｡
秦
の
都

上う
て
ん

威
陽
は
'
院
西
省
威
陽
市
の
東
北
約
十
五
キ
ロ
の
窯

店

一

帯
に
あ
っ
た

と
ゆ
う

が
'
唐
の
成
陽
騒
城
は
｢
杜

郵

｣

(秦
の
都
戒
陽
の
西
の
杜
郵
亭
一
帯

〔今

(29
)

の
成
陽
市
の
東
北
二
･
五
キ
ロ
の
澗
城
匡
〕)
に
置
か
れ
て

い
た

(『啓
唐
撃
q

巻
38
地
理
志
)｡

つ
ま
り
'
そ
の
位
置
は
同
じ
で
は
な
-
'
秦
の
成
陽
城

虻
は
唐
の
成
陽
牒
城
の
東
北
十
二
㌧
三
キ
ロ
に
位
置
し
て
い
た
｡
ち
な

み
に
､
秦
の
都
成
陽
は
始
皇
帝
の
時
代
'
人
口
約
五

〇
寓
を
擁
L
t
澗

北
の
威
陽
宮
地
区
の
ほ
か
に
'

そ
の
北
部
に
あ
た
る

北
阪

(
六
園
官
)

地
区
と
'
洞
南

(澗
水
の
南
岸
)
地
区
の
二
つ
を
含
む
巨
大
な
都
城
に

(30
)

成
長
し
た
｡
詳
し
-
は
王
学
理

『秦
都
成

陽

』
'
松
浦

･
植
木

『
長
安

･

(31
)

洛
陽
物

語

』

二
五
頁
以
下
な
ど
参
照
｡

○

〔東
榎
〕

詩
題
の
異
文

｢
西
門
の
城
榎
｣
を
参
照
す
れ
ば
'
こ

の
東
榎
は
成
陽
鯨
城
の
東
門
上
に
建
つ
高
位
で
あ
ろ
う
｡
北
宋
の
宋
敏

た
か

求
『
長
安
志
)]雀
十
三
㌧
成
似
闇
の
候
に
よ
れ
は
'
｢
城
の
崇
さ
は

1
丈
五

尺
｣
(約
四
･
七
メ
ー
ト
ル
)
と
い
う
｡
そ
の
上
に
建
つ
東
桂
か
ら
東
北
に

秦
の
威
陽
城
虻
'
東
南
に
漢
の
長
安
城
比
を
遠
望
し
て
古
え
を
し
の
ん

ヽ
ヽ

だ
わ
け
で
あ
る
｡
晩
唐
の
蓮
在
に
も
｢
登
威
陽
綜
壕
望
而
｣
詩
が
あ
る
｡

〇
本
詩
の
作
成
年
代
は
人
詳
で
あ
る
が
'
許
洋
が
大
中
四
年

(
八
五

〇
)
三
月
'
潤
州
城

(江
輯
省
鏡
江
市
)
南
の
丁
卯
澗
付
合
で
手
寓
し
た

自
撰
作
品
集
の

1
部
(｢唐
許
滞
烏
羅
欄
詩
虞
跡
｣)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と

(㍊
)

こ
ろ
か
ら
'
そ
れ
以
前
の

作

で

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る

(許
滞

｢烏

緯
欄
詩
自
序
｣)｡
な
お
本
詩
全
鰻
の
解
樺
に
つ
い
て
は
'
松
浦
友
久
編

『校
注
唐
詩
解
鐸
辞
典
』
に
収
め
る
筆
者
の
諾
江
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

○

〔鳥
下
〕

『
抄
江
』
に

｢
人
ナ
ク
シ
テ
'
シ
ツ
カ
ナ

ル
故

二
㌧

ト
リ
'

ニ
ハ
ノ
ク
サ
ニ
オ
リ
テ
'
ア
ソ
フ
ナ
リ
｣
と
あ
る
｡

○

〔緑
薫
〕

青
々
と
繁
茂
す
る
雑
草
'
群
が
り
生
え
る
練
草
｡
白

(33
)

,,

川
静
著
『
字
統
』
は
'
蕪
を

｢形
聾
'
聾
符
は
無
｡
無
に
豊
盛
の
意
が
あ

(別
)

あ

り
'
蕪
と
は
草
の
繁
茂
す
る
こ

と

を

い
う
｡
『
説
文
』

一
下
に
『
煮

る

ぷ
あ
い

る
な
り
』
と
あ

っ
て
､
蕪

磯

を

い
う
｡
荒
蕪
し
て
へ
雑
草
の
茂
る
に
ま

か
せ
た
状
を
い
う
語
｣
と
す
る
｡
他
方
'
荻
生
狙
殊

『詩
文
笠
蹄
』
に

は
'
蕪
を

｢
ア
ル
ル
ト
ヨ
メ
ド
モ
'
草
ノ
ハ
へ
シ
ゲ
ル
ヲ
圭
ト
ス
ル
字

ナ
リ
｡
故

二
荒
蕪

･
蕪
穣
ノ
時

ハ
ア
ル
ル
ナ
リ
｡
-
-

青
薫

･
緑

薫

･
春
蕪
ナ
ド
ト
詩

二
使
フ
ハ
'
草
ノ
ハ
へ
シ
ゲ
レ
ル
ヲ
指
テ
云
マ
デ
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ニ
テ
'
荒
腰
ノ
義

ハ
ナ
キ
ナ
-
｣
と
し
､

『
和
漢
朗
詠
集
和
談
砂

(請

注
).n
も
緑
薫
を

｢盛
事
貝

L
と
す
る
O
確
か
に

｢
緑
薫
｣

の
語
自
笹

は
､
必
ず
し
も
荒
原
の
意
を
内
在
さ
せ
て
は
い
な
い
か
'
た
だ
白
屑
易

ヽ
ヽ

｢
司
馬
宅
｣
(巻
10
)
の

｢
雨
径
緑
薫
合
､
霜
薗
紅
葉
多
｣
の
よ
う
に
'

一
般
に
手
入
れ
の
行
き
届
か
ぬ
摘
発
に
用
い
ら
れ
が
ち
で
あ
り
'
本
詩

の
場
合
は
荒
贋
感
を
伴
な
う
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
｡

○

〔秦
苑
〕

苑
は

『
説
文
』
巻

1
下
に

｢禽
獣
を
養

ふ
所
以
な

ゆ
-

丸
んタ
う

り
｣
と
あ
り
'
古
-
は

園

'

湊
代
以
後
'
苑
と
呼
び
'
花
園

･

同
苑
と

熟
す
る
｡
通
常
'
天
子
や
貴
族
の
大
規
模
な
園
林
を
指
す
｡
加
藤
繁

(35
)

(36
)

『支
郡
経
済
史
考

謹

』

上
巻
の
第
四

章

に

い
う
'
｢蓋
し
苑
の
原
義

は

鳥
獣
を
養
ふ
場
所
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
が
'

一
緒
し
て
山
林
池
沼
の
ほ

と
り
に
鳥
獣
を
義
ひ
'
其
の
間
に
宮
殿
亭
樹
を
建
て
'
以
っ
て
狩
猟
を

行
ふ
べ
く
'
以
っ
て
近
道
遊
息
す
べ
き
場
所
を
も
苑
と
呼
ぶ
に
至
っ
た

で
あ
ら
う
｣
(六
四
頁
)
と
｡
秦
漠
時
代
の
苑
闇
は
'
規
模
が
贋
大
で
､

珍
禽
や
異
獣
を
飼
育
し
て
観
賞
す
る
と
と
も
に
､
離
宮
や
別
館
も
多
く

造
ら
れ
'
美
し
い
樹
木
や
花
草
､
湖
や
池
が
彩
り
を
添
え
た
.
張
弊

｢古
代
長
安
的
圃
苑
｣
(『文
博
.A
l
九
八
六
年
第
二
期
)
参
照
.
川

口
江

に

｢秦
の
始
皇
帝
の
作

っ
た
威
現
官
の
苑
｣
(大
曽
根
注
も
同
じ
)
と
あ

る
が
'
遊
楽
や
狩
猟
の
行
わ
れ
た
秦
漢
時
代
の
贋
大
な
御
苑
を
想
定
す

べ
き
で
あ
る
｡
清
の
王
尭
衝

『古
唐
詩
合
解
』
巻
下
は
'
索
漠
の
官
苑

『和
藻
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
荘
梓
補
訂
的

(植
木
)

を
代
表
す
る
上
林
苑
を
指
す
と
す
る
｡
前
掲
の

『支
那
経
済
史
考
謹
』

に
い
う
'
(37
)

上
林
苑
は
哲
と
秦
の
苑
で
'
泰
が
亡
び
て
か
ら
優
れ
て
居

た
の

+.Jr.

を
'
武
帯
の
時
更
に
改
造
し
擁
張
し
た
も
の
で
あ

っ
て
'
東
南

の

ちJ)うし
つ

方
'
藍
田
牌
か
ら
起
り
､
南
山
に
沿
う
て
西
の
方

軟
血
圧

櫛

に
及
び
'

か
い
り

北
は
塊
里
隊
な
る
黄
山
を
包
み
'
滑
水
に
沿
う
て
東
に
向
ひ
'
其
の

.Cた

周
囲
三
百
飴
里
に
亙

り

'
苑
中
の
宮
殿
七
十
飴
所
'
山
も
あ
れ
は
川

も
あ
り
'
池
沼
森
林
も
あ
り
'
無
款
の
禽
獣
を
養
っ
て
'
秋
冬
に
天

子
は
臣
債
を
率
ゐ
て
射
猛
を
行
ひ
'
叉
群
臣
や
遠
方
か
ら
献
じ
た
名

い
き

栗
異

井

が
三
千
除
種
も
其
の
中
に
栽
培
さ
れ
て
居
た
｡

と
｡
ま
さ
に
離
宮

･
遊
園

･
荷
誠
場

･
動
物
園

･
植
物
園
等
を
乗
ね
そ

な
え
た
'
七
～
八
鯨
に
わ
た
る
慶
大
な
区
域
で
あ
り
､
そ
の
中
で
採
れ

る
物
産
は
'

帝
室
の
重
要
な
収
入
源
の

一
つ
に
な
っ
た
と
い
う
｡

○

〔寂
〕

『
許
用
晦
文
集
』

を
始
め
と
し
て
､

中
国
側
の
テ
キ
ス

(38
)

ト
は
み
な

｢
夕
｣
に
作
り
､
『
私
荘
』
『抄
荘
』
な
ど

は

｢寂

l'
『
六

荘
』
『和
漢
朗
詠
集
和
談
紗

(詩
法
)』
な
ど
は

｢静
｣
に
作
る
｡
｢
夕
｣

,
､
,

(39
)

字
は
本
詩
の
第
三
句

｢漠
雲
初
起
日
沈
閣
｣

と
呼
腰

し
た
表

現

で

あ

り
､
こ
れ
が
許
洋
の
原
形
な
の
で
あ
ろ
う
｡
わ
び
し
い
悲
秋
の
黄
昏
時

の
情
景
を
描
寓
し
て
､
懐
古
の
情
を
つ
の
ら
せ
る
わ
け

で
あ

る
.
他

方
'
｢
夕
｣
と

｢寂
｣
は
日
本
漠
字
書
が
同

一
で
あ
る
こ
と
に
基

く
改
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(40
)
襲
'
｢
寂
｣
と

｢
静
｣
は
和
訓

｢
L
j
か
な
り
｣
を
共
通
す
る
同
訓
異

字
に
よ
る
改
奨
で
あ
る
.

つ
ま
り
'
夕
1
寂
1
静

へ
と
改
変
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
｡

か
ん
せ
ん

○
〔蝉
〕

秋
に
鳴
く
寒

騨

(
ひ
ぐ
ら
し
･
つ
く
つ
-
法
師
の
類
)
を
い

う
｡
『
薩
記
』
月
令
篇
'
孟
秋

(七
月
)
の
保
に
'
｢涼
風
至
'

白
露
降
'

寒
蝉
鳴
｣
と
あ
る
｡
中
国
古
典
詩
で
は

一
般
に
秋
の
蝉
が
歌
わ
れ
'
そ

(41
)

の
清
ん
で
せ
わ
し
げ
な
鳴
き
聾
が
秋
の
寂
参
感
を
深
め
る
｡

○

〔黄
葉
〕

｢
紅
葉
｣
と
と
も
に
'
｢
も
み
ぢ
｣

を
意
味
す

る
詩

語
｡

一
種
の
華
や
ぎ
を
も
つ

｢
紅
葉
｣
と
較
べ
て
'
｢
黄
葉
｣

の
ほ
う

は
素
朴
で
'
う
ら
ぶ
れ
た
寂
参
感
が
た
だ
よ
う
｡
小
島
憲
之

『
国
風
暗

黒
時
代
の
文
学

中
洞

Ⅰ
』
に
よ
れ
ば
'
六
朝
詩
か
ら
初
盛
唐
詩
に
あ

っ
て
は
'
黄
葉
の
字
が
大
半
を
占
め
る
が
'
中
唐
以
降
'
逆
韓
し
て
紅

(42
)

葉
の
字
が
多
く
な
り
'
特
に
自
店
易
は
紅
葉
の
字
を
多
用
す
る
t
と
｡

梁
の
何
遍

｢
日
夕
望
江
'
謄
魚
司
馬
｣

騒
層
｣
'
初
唐
の
王
勃

｢
山
中
｣
詩
に

ヽ
ヽ

詩
に

｢
仲
秋
黄
葉
下
'
長
風
正

ヽ
ヽ

｢
況
屠
高
風
晩
'
山
山
黄
葉
飛
｣

な
ど
と
用
い
ら
れ
る
｡

〇

[漢
官
〕

威
陽
綜
城
の
東
南
､
滑
水
を
へ
だ
て
た
漢
の
都
長
安

の
宮
殿
｡

清
の
殿
元
動

･
宋
邦
綜

『才
調
集
補
註
』
巻
三
は
'

｢
長
柴

官

･
未
央
官

･
建
章
官

･
桂
官

･
北
官

･
甘
泉
官
'

『
三
輪
黄
国
コ
に

詳
か
な
り
｣
と
注
す
る
が
'
前
漠
の
長
安
城
は
城
内
の
長
契
官

･
末
央

宮
と
城
外
の
建
貴
官
の
'
≡
大
宮
殿
群
か
ら
成
り
た
ち
'
人
口
は
三
〇

寓
と
も
五
〇
寓
と
も
い
わ
れ
る
｡
詳
し
く
は
'
武
伯
給

『
西
安
歴
史
述

(43
)

(44
)

略
』
｢第
五
章

漠
長
安
｣
'

王
仲
殊

『
漠
代
考
古
学
概

説

』

'
『
長
安
･

洛
陽
物
語
』
三
四
貢
以
下
参
照
｡
ち
な
み
に
'

漢
代
の
長
安
城
祉

(
西

安
市
の
西
北
約
五
キ
ロ
)
は
'
唐
代
の
長
安
城
の
北
部
'
滑
水
の
南
岸
の

(45
)

間
に
設
け
ら
れ
た
虞
大
な

｢
禁
苑
｣
内
に
あ
り
'
そ
の
位
置
は
成
陽
妹

に
ょ
り
近
い
｡

な
お
'
こ
の
頚
覇
は
'

い
わ
ゆ
る
互
文
見
義

(上
下
の
文
･
句
の
中
で

一
方
で
述
べ
た
こ
と
は
他
方
で
省
き
､
撃
方
で
あ
い
補
う
よ
う
に
し
た
表
現
技

法
)
と
し
て
解
樺
し
て
よ
い
｡

つ
ま
り
秦
苑

･
漢
官
は
'
壮
麗

･
豪
菅

を
き
わ
め
た
秦
漢
の
官
殿
と
苑
圏
を
指
し
'
そ
れ
が
今
や
荒
廃
し
て
鳥

遊
び
蝉
鳴
く
麿
櫨
と
化
し
た
こ
と
を
い
う
｡
清
の
宋
宗
元
は

｢荒
涼

(46
)

給
の
ご
と
し
｣
と
評
す
る
｡
程
千
帆

･
沈
粗
茶
選
注

『
古
詩
今
選
』
は
'

つ
い

夕
は
朝
と
対
し
'
秋
は
春
と
封
し
て
'
い
ず
れ
も
荒
涼
を
描
き
出
し
'

賓
際
の
時
節
を
指
す
と
ほ
限
ら
な
い
｣
と
指
摘
す
る
が
'
蝉
や
黄
葉
と

の
関
係
で
'
文
字
ど
お
り
秋
の
夕
幕
と
捉
え
て
よ
い
だ
ろ
う
｡
元
積
の

か
ま
()

｢
種
竹
｣
詩
に

｢
鳴
蝉

暮
景
に
稽
す
し
｣
と
も
歌
う
｡

か
ん
こ-

○
野
口
寧
斎

『
≡
題
詩
評
程
』
に
ょ
れ
ば
'
頚
聯

ほ
中
唐

の
韓
招

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

｢
同
題
仙
遊
観
｣
詩
の

｢
山
色
造
連
秦
樹
晩
'
砧
聾
近
報
漢
官
秋

(山

く

色
遥
か
に
連
な
る

秦
樹
の
晩
れ
'
砧
聾
近
-
韓
ず

漢
宮
の
秋
)
を
踏
ま
え
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る
と
い
う
｡
ま
た
葦
荘

｢
威
陽
懐
古
｣
詩
に
も
'
秦
苑
と
漠
官
を
封
し

て
'
｢
山
色
不
知
秦
苑
麿
'
水
琴
空
傍
漢
官
流
｣
と
あ
る
｡

『
千
載
佳
句
』
四
時
部

･
夏
興
に
膿
る
｡

た
だ
し
､
金
子
彦
二
郎
校

本
に
は

｢
荘
｣
を

｢
渡
｣
に
作
る
｡
な
お
'
長
余
陳
の
名
は
平
岡

･
市

原
『唐
代
の
行
政
地
理
』
の
索
引
に
見
え
な
い
｡

栃
尾
武
者

(
隠
州
書
店
､

1
九
九
三
年
)
に
接
る
O

孝
之
勤

･
閣
守
誠

･
胡
戟

『
覇
道
話
古
』

(西
北
大
挙
出
版
社
'

一

九
八
六
年
)
二
七
頁
に
は
'
故
道
の
名
の
由
来
を

｢
可
能
興
ti]治
嘉
陵

江
的
東
源
故
道
水
河
谷
而
行
有
閑
｡
河
谷
中
還
有
従
秦
代
就
設
置
的

l

個
興
之
同
名
的
将
級
行
政
単
位
的
冶
所
｣
と
い
う
｡
故
道
は
散
開
道

･

青
泥
道
と
も
い
う
｡
鵜
漢
錦

｢磨
五
代
時
針
山
並
的
交
過

給
議
考
｣

(『
文
史
.q
十
四
輯
'

1
九
八
二
年
)
も
参
照
.

河
池
鯨
は
､
南

へ
は
苛
の
成
都

へ
'
東
北

へ
は
都
長
安

へ
､
西
北

へ

は
秦
州

へ
と
通
じ
る
交
通
の
要
衝
｡

元
税

｢
青
雲
輝
｣
詩
に

｢
昔
遊
萄
門
下
'

有
罪
名
青
泥
｣
や
'
『
蕃

唐
書
』
巻

一
六
九
､
李
訓
簿
参
照
｡

長
撃
好
が
長
安
綜
(

都
長
安
の
郭
下
綜
'
京
兆
府
)
に
誤

っ
た
理
由

の
一
つ
は
'
お
そ
ら
-
同
名
異
地
の
'
よ
り
有
名
な
青
泥
罪
の
存
在
と

関
係
し
ょ
う
｡
こ
の
青
泥
罪
は
'
都
長
安
と
南
の
江
椎
の
地
を
結
ぶ
交

通
幹
線
'
い
わ
ゆ
る
藍
田

･
武
関
罪
道

(
商
山
路
)
上
に
置
か
れ
て
い

『和
湊
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
江
揮
補
訂
㈹

(枯
不
)

(

9

)

(
10
)

た
｡
詩
題
の
青
泥
店
を
首
地
の
邸
店
と
捉
え
た
場
合
'
地
理
上
か
ら
長

撃
鯨
を
長
安
鯨
の
誤
り
と
考
え
る
ケ
ー
ス
が
生
じ
よ
う
｡
な
お
筆
者
が

『
全
唐
詩
準
こ
の
詩
題
を
採
ら
な
か
っ
た
の
は
'
｢
西
濯
山
口
｣
の
部
分

が
未
詳
な
た
め
で
あ
る
｡
蹟
耕
豊
も
全
く
言
及
し
な
い
｡
お
そ
ら
く
靴

誤
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
O
ま
た

『
私
荘
D
等
の

｢
青
滋
(漫
)
店
｣

は
青
泥
店
の
誤
り
で
あ
ろ
う
O

荘
3
に
引
く

『
萄
道
話
古
』
三

〇
頁
参
照
｡

tJ.'
部
将

｢
津
陽
門
詩
｣
(『
全
唐
詩
』
巻
五
六
七
)
に
は
､
玄
宗
の
入

萄
ル
ー
ト
を

｢
脊
泥
坂
上
到
三
羽
｣
と
歌
う
0
こ
れ
は
復
路
と
往
路
を

混
同
し
た
誤
り
で
あ
ろ
う
｡

北
栗
の

『
新
定
九
域
志
』
巻
八
'
輿
州
の
候
に
も
､

｢青
泥
炭
'

山

頂
常
有
姻
雲
霞
雪
'
‥

-

其
山
嶺
上
､
入
萄
之
路
｣
と
あ
る

(
三
文

楚

･
貌
常
山
鮎
校

『
元
豊
九
域
志
』
中
華
害
局
､

1
九
八
四
年
所
収
)
O

青
泥
の
語
は
､
杜
甫
の

｢
泥
功
山
｣
詩

(『
詳
註
』
雀
八
)
に
'
｢朝

行
青
泥
上
'
幕
在
青
泥
中
｡
泥
淳
非

一
時
'
版
築
努
人
功
｣
云
々
と
あ

り
'
こ
の
泥
功
山

(
泥
公
山
)
を
青
泥
嶺
の
別
稀
と
見
な
す
詮
も
あ
る

(F.講
史
万
輿
紀
要
』
巻
五
六
､
駅
西
漢
中
府
略
陽
輝
や
'
『
大
浦

l
統

志

(
嘉
慶
重
修

一
統
志
)』
秦
州
直
隷
州
な
ど
)
｡
し
か
し
'
こ
の
期
に

つ
い
て
は
'
巌
桝
望

『
唐
代
交
通
圏
考
』
第
三
奄
八
三
四
貢
に
'

｢但

(杜
甫
詩
)
題
目
泥
功
山
'

又
編
衣
秦
州
至
同
谷
道
上
､
故
仇
嘗
走
行

至
岡
谷
以
西
之
泥
功
山
而
作
'
非
岡
谷
以
東
古
里
之
苛
泥
嶺
也
.
蓋
両

虎
地
貌
相
同
'
故
詩
句
有

b春
泥
』
云
々
耳
｣
と
す
る
説
の
ほ
う
が
妥
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皆
で
あ
ろ
う
｡

(
11
)

杜
甫

｢自
沙
渡
｣
詩

(『詳
註
』
巻
九
)
に
'
｢畏
途
随
長
江
'
渡
口

下
絶
岸
｣
と
あ
る
｡
長
江
は
嘉
陵
江

(
西
漢
水
)
｡
厳
耕
望

『
唐
代
交

通
園
考
』
第
三
巻
七
七
七
頁
参
照
｡

(
12
)

日
野
開
三
郎

『唐
代
邸
店
の
研
究
』
(自
家
版
'

滋
賀
秀
三

『
諾
庄
日
本
律
令
五
』

(東
京
堂
出
版
'
一
九
六
八
年
)
や
'

一
九
七
九
年
)
二

〇
一
頁
参
照
｡

(
13
)

日
野
開
三
郎

『
績
唐
代
邸
店
の
研
究
』

(自
家
版
'

一
九
七

〇
年
)

(
20
)

(
21
)

(
22
)

(
23
)

第
六
章
-
(二
五

一
貫
以
下
)
参
照
｡

(

14

)

同

『唐
代
詩
人
叢
考
』
中
華
吉
元
'

一
九
八
〇
年
所
収
｡

(
1
5

)

『唐
代
文
学
研
究
』
鹿
西
師
範
大
学
出
版
社
'

一
九
九

〇
年
所
収
｡

(
16
)

『
抄
荘
』

に
も
イ
本
の
作
者
名
を

｢
李
?
｣
と
す
る
｡
伊
藤

･
黒
田

編
著

『
和
漢
朗
詠
集
古
庄
揮
集
成
』
第
三
巻
に
は

｢
謁
｣
と
す
る
が
'

お
そ
ら
く
端
の
誤
り
で
あ
ろ
う
｡

(
17
)

劉
初
菓

『
虞
給
詩
集
校
注
』

(上
海
古
籍
出
版
社
'

一
九
八
九
年
)

も
'
博
説
に
従
う
｡

(
18
)

停
改
宗

｢
李
端
考
｣
(同

『唐
代
詩
人
叢
考
』

所
収
)

は
'

｢慮
給

『
迭
李
校
書
起
東
川
幕
』
詩
'
乃
是
迭
李
端
'
『
韮
山
高
』
詩
嘗
是
李
端

途
経
時
所
作
｣
と
す
る
が
'

｢
韮
山
高
｣
以
下
の
N
l言
は
'

お
そ
ら
-

誤
り
で
あ
ろ
う
｡
少
く
と
も
赴
任
途
中
の
作
で
は
あ
る
ま
い
｡

ヽ
ヽ

(
19
)

王
勃

｢春
日
還
郊
｣
詩
に

｢
魚
林
侵
岸
水
'
鳥
路
入
山
煙
｣
と
あ

り
'
寿
文
郁

『
王
勃
詩
解
』
(青
海
人
民
出
版
社
'

一
九
八
〇
年
)
に

は
'
後
句
を

｢
一
候
鳥
綾
可
以
飛
過
的
路
'
隠
没
在
山
的
畑
雲
裏
｣
と

(
24
)

(
25
)

(
26
)

(
27
)

(
28
)

諾
す
｡
古
い
用
例
と
し
て
は
'
北
周
の
王
褒

｢
胎
周
庭
土
｣
詩
に

｢
鳥
道
無

援
径
'
清
渓
有
波
潤
｣
と
あ
る
｡

李
端

｢遠
路
司
諌
侍
従
叔
赴
洪
州
｣
詩
｡

張
源
華
主
編

『
全
唐
詩
大
辞
典
』
第

一
巻

(
山
西
人
民
出
版
社
へ

一

九
九
二
年
)
七
七
六
京
｡

初
唐
の
轄
賓
王

｢
従
軍
中
行
路
難
｣
詩
に

｢
途
危
紫
蓋
峯
'
路
濯
青

泥
坂
｣
と
あ
る
｡
清
の
陳
照
晋

『
酪
臨
海
集
集
注
』
巻
四
は
'
こ
の
青

泥
坂
を
長
撃
陳
の
青
泥
嶺
を
指
す
と
L
t
二
句
を

｢
言
其
途
路
危
遜
紫

蓋
之
峯
'
者
甚
青
泥
之
坂
也
｣
と
説
明
す
る
｡
柿
村

『
考
謹
』
に
は
'

た
だ
あ
っ
さ
り
と

｢
峯
々
の
山
路
に
は
梅
雨
を
含
み
｣
と
諾
す
｡

初
唐
の
許
敬
宗
撰
?

『
朋
友
書
儀
』

(遭
和
平

『
教
壇
寓
本
書
儀
研

究
』
所
収
)
｢
五
月
仲
夏
｣

の
注
に

｢
夏
中

･
暑
熱

･
甚
熱

･
暑
雨

･

ヽ
ヽ

薄
暑

･
賓
秋
｣
と
あ
り
'
皆
川
洪
園

『
賓
字
解
』
時
令
部

･
秋
の
候
に

も

｢
五
月
を
賓
秋
と
栴
す
｣
と
す
る
が
'
従
わ
な
い
｡

ほ
ぼ
同
じ
文
が
'
唐
末

･
五
代
の
韓
郡
撰

『
歳
華
紀
麗
』
巻
二
㌧
四

月
の
候
に
も
見
え
る
｡

越
和
平

『
敦
煙
寓
本
書
儀
研
究
』

(新
文
豊
出
版
公
司
'

一
九
九
三

午
)
所
収
｡

官
は
桁
字
で
あ
ろ
う
｡

羅
宗
涛

｢
唐
人
題
壁
詩
初
探
｣
(『
中
華
文
史
論
叢
』
四
七
輯
'

1
九

九

一
牛
)
や
'
呉
承
撃

｢論
題
壁
詩
-
乗
及
相
関
的
詩
歌
制
作
典
侍
播

形
式
｣
(『
文
学
遺
産
』

一
九
九
四
年
四
期
)
な
ど
参
照
｡
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(
29
)

呉
銭
燥

『
挟
西
地
理
沿
革
』
(駅
西
人
民
出
版
紅
'

1
九
八
1
年
)

｢第
三
章

城
治
要
地
｣
(
五
六
九
頁
)
参
照
｡

(
30
)

扶
西
人
民
出
版
社
'

1
九
八
五
年
.

(
31
)

集
英
社
､

一
九
八
七
年
｡

(
32
)

従
っ
て
大
中
五
年
'
作
者
が
監
察
御
史
を
や
め
て
東
口

(
潤
州
)
へ

東
野
し
ょ
う
と
し
て
い
た
秋
末
冬
初
の
作
と
す
る
王
旗

｢
試
測

ク
山
雨

欲
東
風
浦
程
〃
詩
句
的
夢
窓
｣

(『
南
京
師
院
学
報

(
祉
歯
科
琴
)』

一

九
八
二
年

一
期
)
の
説
は
誤
り
で
あ
る
｡

(
33
)

平
凡
社
'

一
九
八
四
年
｡

(
3
)

清
の
兼
用
鳳

『
小
爾
推
訓
碁
』
虞
言
二
に

｢
弄

･
薫
は
草
な
り
｣
と

あ
る
｡

(
35
)

東
洋
文
庫
'

一
九
五
二
年
｡

(
36
)

｢漢
代
に
於
け
る
国
家
財
政
と
帝
室
財
政
と
の
区
別
並
に
帝
室

財
政

1
班
｣

(
3
)

馬
正
林

『
川
上縞
-
長
安
-
西
安
』

(陳
西
人
民
出
版
社
へ

l
九
七
<

年
)
第
五
華
も
参
照
｡

(
38
)

『
千
載
佳
句
』
四
時
部

･
早
秋

(松
平
文
庫
本
影
印
)
も

｢
衣
｣

に

作
る
｡
た
だ
し
'
金
子
彦
二
郎
校
本
に
は

｢
夕
｣
に
作
る
｡

(
3
)

野
口
寧
帝

『
三
位
詩
評
群
J]
(郁
支
社
､

1
九

!
〇
年
)
に
､
｢夕
字

は
三
句
よ
り
出
で
､
秋
字
は
四
句
よ
り
出
で
'
倍
JV懐
涼
を
貸
ゆ
｣
と

あ
る
｡

(
40
)

三
木
雅
博

｢
F.和
漢
朗
詠
集
』

平
安
古
薦
本
の
佳
句
本
文
の
改
皆
を

め
ぐ
っ
て
I

(
朗
詠
)
の
も
た
ら
し
た
も
の
-
｣

(
京
都
大
学
文
筆
部

『和
漢
朗
詠
集
J]
所
収
唐
詩
江
程
補
訂
的

(植
木
)

『
国
語
国
文
』
五
五
巻
四
競
､

1
九
八
六
年
)
に
は
､
夕
-

寂
を

｢
字

音
を
契
機
と
し
て
行
な
わ
れ
た
本
文
の
攻
撃
｣
の
1
例
と
見

な
す
.

(

41

)

た
と
え
ば
'
｢古
詩
十
九
首
｣
其
七

｢
秋
蝉
鴨
樹
聞
､
文
鳥
逝
安
適
｣
'

管
柱

｢
胎
白
馬
王
彪
｣
｢
秋
風
謹
徴
掠
､
寒
輝
鳴
我
側
｣
な
ど
.

(
42
)

塙
書
房
､
一
九
八
五
年
'
二
〇
三
入
貢
以
下
参
照
｡
『
六
江
』
は

｢
黄

葉
ト
ハ
'
紅
葉
也
｣
と
L
t
『
和
洪
朗
詠
集
和
談
砂

(詩
注
)
』
も

｢
黄

葉
者
'
漸

二
紅
葉
シ
タ
ル
貝
也
｣
と
す
る
｡

(
4
)

駅
西
人
民
出
版
社
t

l
九
七
九
年
.

(
4
)

中
華
苔
局
､

1
九
八
四
年
.

(
4
)

清
の
徐
松

F虐

南
京
城
坊
考
』
巻

T
に
'

｢禁
苑
者
､
隔
之
大
興
苑

也
O
東
距
消
'
北
枕
消
'
西
包
漢
長
安
城
'
南
接
都
城
O
東
西
二
十
七

里
'

南
北
二
十
111里
'
周

1
百
二
十
里
｣
と
あ
る
O

(
46
)

孫
琴
安

『
唐
七
律
詩
精
華
』

(上
海
杜
合
科
学
出
版
社
､

1
九
八
九

年
)
所
引

『
網
師
園
唐
詩
等
J]O




